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研究概要 

 

I. 腎機能障害進展調節（腎機能障害を抑制し、回復させる手段の構築） 

 １．腎不全患者約１５００例のデータから、腎不全の進行を加速する要因とその是正手段について検討し、

降圧薬（ACEI, ARB）と経口吸着療法用炭素製剤との併用療法の意義を検討中である。一部の患者でみ

られる腎機能の回復についても解析中である。 

 ２．カルシウム・リン管理と PTH 制御の腎不全進行に及ぼす影響を腎不全モデルで検討し、calcimimetics

を投与すると PTH,カルシウム・リン積は著明に低下し、腎不全の進行は抑制された。今後は臨床での

検討が期待される。 

 ３．腎機能障害を促進・あるいは修復する遺伝子の解明を目的に、腎不全病態で発現の変化する腎組織遺伝

子とそれらの表原型を解析中である。 

 

II 腎不全合併症とその修復 

 １．副甲状腺カルシウム受容体(CaR)異常の２次性副甲状腺機能亢進症(2HPT)における病因的意義を解明す

るため、腎不全ラットの副甲状腺 CaR、ビタミンＤ受容体発現と細胞増殖の関連と、これに及ぼす各種

治療の影響を検討した。その結果、各種の治療手段が各々の機序で 2HPT の発症・進展を調節できるこ

とが示された。 

 ２．無形成骨症の原因である PTH に対する腎不全骨の抵抗性と、腎不全にもかかわらず十分な PTH が分泌

されない機序を検討した。 

 ３．２HPT に関連する遺伝子異常について、２HPT ラットと正常ラットの副甲状腺内遺伝子の相違から候

補遺伝子の同定を試みている。 

 ４．難治性２HPT 患者に活性型ビタミンＤ製剤を副甲状腺内に直接注入し、本法はエタノール局注法に匹敵

する効果をより安全に達成できること、その過程に副甲状腺細胞アポトーシスの関与することを示した。 

 ５．血液透析患者の転帰と管理方法の関連に関する国際共同研究として、日、米、欧の国際研究を４年間に

わたり実施し、その結果は次々と論文化している。 

 ６．新しい腎不全治療システムとして、連日短時間血液透析を導入し、その効果を多施設共同で検討した。

その結果、本法は患者予後や QOL の向上につながることが明らかにされ、本システムの在宅治療用機

器開発を進めている。 
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谷晴久・重松隆：当院における在宅血液透析導入期の支援～聴くこと, 語ること～ 第５８回日本透析

医学会学術集会・総会 2013.6.20-23 福岡 

１６．重松隆：透析患者の CKD-MBD 管理 第５８回日本透析医学会学術集会・総会 ランチョンセミナー

41 2013.6.20-23 福岡 

１７．永井万智子・重松隆：維持血液透析(HD)患者における血中尿素窒素とリン濃度の解離についての検討  

      第５８回日本透析医学会学術集会・総会 2013.6.20-23 福岡 

１８．竹谷豊・中野智香子・藤井秀毅・角田隆俊・藤井直彦・後藤俊介・衣笠えり子・重松隆：ワークショッ

プ６CKD-MBD 

   (臨床）第５８回日本透析医学会学術集会・総会 2013.6.20-23 福岡 

１９．佐々木成幸・倉本光・矢浦諒・神津純一・佐々木潤・高沢由美子・小松淳・阿部貴弥：透析患者におけ

るカルニチン濃度と除去動態についての検討 第５８回日本透析医学会学術集会・総会 2013.6.20-23 

福岡 

２０．南雲恒平・杉森剛志・阿部貴弥・申 曽洙・渡邉博志・山田尚之・田中元子・松下和孝・小田切優樹・

丸山徹：ESI-TOF MS を用いた透析患者由来ヒト血清アルブミンの翻訳後修飾解析 第５８回日本透析

医学会学術集会・総会 2013.6.20-23 福岡 

２１．是枝大輔・井関景子・北安紀子・國本悟子・田村渉・増本明日香・森畠真里・中島悠里・岩谷由佳・山

中慎太郎・半羽慶行・大矢昌樹・美馬亨・根木茂雄・重松隆・木田真紀・加藤正哉：当院にて高アンモ

ニア血症を呈する小児に対して急性血液浄化療法を実施した 2 例 第 24 回日本急性血液 浄化学会学術

集会 2013.9.13-14 札幌 

２２．佐々木成幸・倉本光・矢浦諒・神津純一・佐々木潤・常磐傑・阿部貴弥・藤岡知昭：高性能血液透析膜 

      によるカルニチン除去動態の検討 Study for the removal of carnitine by high-flux membrane:第５１ 

      回日本人工臓器学会大会/第５回国際人工臓器学術大会 2013.9.27-29 横浜 

  

 ｄ）地方学会  

 １. 重松隆：「高リン血症治療の過去・現在・未来」第 43 回日本腎臓学会東部学術大会 2013.10.4-5 東京 

 ２．重松隆：「The CKD-MBD」 第 43 回日本腎臓学会西部学術大会 2013.10.11-12 松山 

 ３．井関景子：「ネフローゼ症候群を発症し、急速に腎機能低下をきたした腎細胞癌の一例」第 43 回日本

腎臓学会西部学術大会 2013.10.11-12 松山 

 ４．北安紀子：「柴苓湯による急性腎障害の一例」第 43 回日本腎臓学会西部学術大会 2013.10.11-12 松

山 

 

 ｅ）その他（研究会等） 

 １．阿部貴弥：講演「慢性腎臓病マネジメントの ABC」第１６回医療スクラム盛岡 2013.1.1.22 盛岡 

 ２. 岩谷由佳：「健診にて蛋白尿、血尿を指摘されたASO陽性の１症例」第13回阪和腎病理検討会 2013.4.25 

堺 

 ３．岩谷由佳：「悪性高血圧の症例に降圧療法が奏功した１例」第２回和歌山腎病理勉強会 2013.10.17 和

歌山 

 ４．重松隆：特別講演「CKD における骨ミネラル代謝異常（CDK-MBD）を再考する」第 85 回神奈川腎研

究会総会・研究集会 2013.6.8 横浜 

 ５．阿部貴弥：ランチョンセミナー「透析療法の解決すべき点—オンライン HDF に期待すること—」第２５

回岩手透析従事者交流会定例会 2013.6.16 盛岡  

 ６．根木茂雄：一般演題「保存期から透析導入期までの腎性貧血治療における赤血球造血刺激因子製剤使用

の現況」第１５回紀泉フォーラム 2013.7.13 泉佐野 

 ７．重松隆：「リン吸着剤の治療の進歩」第 13 回東京腎不全骨代謝研究会−透析患者さんのリンの管理− 

2013.7.20 東京 



 ８．重松隆：講義科目「透析患者における検査成績の見方・考え方」平成 25 年度透析療法従事者職員研修 

2013.7.20 大宮 

 ９．重松隆：「PD における CKD-MBD」関西 PD ゼミナール 2013.9.1 大阪 

   １０． 重松隆：特別講演「CKD-MBD の治療–高リン血症対策を中心に–」東葛リンセミナー–CKD Conference

– 2013.9.20 柏 

１１．重松隆：特別講演「CKD–MBD の治療−保存期高リン血症治療を中心に−」保存期腎不全研究会 2013.9.21 

神戸 

１２．重松隆：一般講演「保存期における負荷対策の進歩」第１回保存期 CKD-MBD 研究会 2013.10.14 東

京 

１３．重松隆：特別講演「CKD−MVD の治療–高リン血症対策を中心に–」香川県高リン血症治療研究会 

2013.10.3 高松 

１４．綱木綾・桜糀由紀・菊池克江・川崎明美・阿部貴弥・藤岡知昭：一般演題「当院における「CKD 看護

外来」の取り組みと課題」第４７回岩手腎不全研究会 2013.10.13 盛岡 

１５．菊池早苗・加藤里枝・綱木綾・菊池克江・川崎明美・阿部貴弥・藤岡知昭：一般演題「入院時における

カリウム値の検討」第４７回岩手腎不全研究会 2013.10.13 盛岡 

１６．高橋美穂子・佐藤聡哉・阿部貴弥・藤岡知昭：一般演題「全有機炭素（TOC)計 PAT700 を導入して」

第４７回岩手腎不全研究会 2013.10.13 盛岡 

１７．是枝大輔：一般演題「当院における CRRT 施行症例の検討」第１会和歌山 AKI 研究会 2013.11.7 和

歌山 

１８．重松隆：ランチョンセミナー「高齢化していくわが国の透析療法の今後を考える」第４４回徳島透析療

法研究会 2013.11.24 徳島 

１９．重松隆：特別講演「CKD-MBD の治療–高リン血症対策を中心に–」関西 CKD-MBD 研究会 KICS(kix) 

2013.11.28 大阪 

２０．田村渉・井関景子・北安紀子・森畠真里・増本明日香・岩谷由佳・山中慎太郎・是枝大輔・半羽慶行・

大矢昌樹・美馬亨・根木茂雄・重松隆：「感染性内膜炎を合併した維持透析患者３症例の経験」第 82

回和歌山透析研究会 2013.12.8 

２１．榎本即子・秋山速・有本守・加太勇・辻内政行・前田有香・後藤哲也・児玉直也・前田明文・笹原寛・

門真真二・児玉敏宏・芝地栄登・大谷晴久・重松隆：「当院における Epo 抵抗貧血症例に対するカルニ

チンの有用性について」第 82 回和歌山透析研究会 2013.12.8 

２２．下中克仁・有馬三喜・安圖和憲・杉本祐也・塩路好之・辻井淳史・高居俊文・植木隼人・有本守・後藤

哲也・児玉直也・前田明文・前田有香・芝地栄登・大谷晴久・笹原寛・角門真二・児玉敏宏・重松隆：

「各種ヘモダイアフィルタの前希釈オンライン HDF 治療による性能評価 第 82 回和歌山透析研究会 

2013.12.8 

 

 

 ◇その他（講演会等） 

 １．重松隆：特別講演「腎臓は何をしているか」−治療の重要性と最新情報− 2013.3.31 橋本 

 ２．重松隆：特別講演「CKD-MBD ガイドラインを再考する」第１回四万十 CKD-MBD カンファレンス 

2013.5.18 四万十 

 ３．重松隆：特別講演「CKD 患者におけるリン Ca 代謝管理について」第 15 回高知腎臓内科を守る会 

2013.5.23 高知 

 ４．阿部貴弥：教育講演「透析合併症におけるリクセルの効果」盛岡透析アミロイド症講演会 2013.5.25 

盛岡 

 ５．阿部貴弥：パネルディスカッション「尿でわかる心臓病・脳卒中の危険性」市民公開講座 2013.6.29 

盛岡 

 ６．阿部貴弥：講義「アフェレシス治療の実際」第１回アフェレシス研修会 2013.7.5-6 東京 

 ７．阿部貴弥：教育講演「ESA 抵抗性貧血について」岩手透析合併症対策講演会 2013.7.9 盛岡 



 ８．阿部貴弥：特別講演「慢性腎臓病診療の ABC—慢性貧血治療を中心に—」廿日会８月幹事会講演会 

2013.8.9 盛岡 

 ９．芝地栄登：一般演題「当院における ESA 製剤の使用状況について」第１回和歌山透析合併症研究会 

2013.8.31 和歌山 

１０．重松隆：ウェブカンファレンス「保存期腎不全におけるリン管理の重要性」ホレスノールウェブカンフ

ァレンス 2013.9.24 インターネット中継 

１１．重松隆：特別講演「CKD–MBD の治療–高リン血症対策を中心に–」北九州 CKD−MBD 治療講演会 

2013.9.26 北九州  

１２．重松隆：特別講演「透析液から見た透析医療–透析液 Ca 濃度を中心に–」透析液発売 3 周年記念講演会 

2013.10.24 広島  

１３．根木茂雄：特別講演「血液透析患者の糖尿病ガイドについて」和歌山 CKD 合併症対策講演会 2013.10.31 

和歌山 

１４．重松隆：講演「輸液療法の実際」橋本地域医療連携セミナー 2013.11.8 橋本 

１５．重松隆：特別講演「CKD-MBD の治療–高リン血症対策を中心に–」Dailysis Conference in Kanazawa 

2013.11.15 金沢 

１６．重松隆：特別講演「CKD-MBD の中でリンを再考する」第１７回山形血液浄化研究会 2013.11.14 山形 

１７．阿部貴弥：特別講演「ESA 抵抗性貧血について」岩手県南 CKD 講演会 2013.11.26 一関 

１８．重松隆：特別講演「CKD-MBD に対する透析治療戦略〜様々な処方薬と透析液 Ca 濃度の使い分け〜」

第５回滋賀透析スタッフ談話会 2013.11.30 大津 

 

◇研究費交付状況 

 １．平成２４年度科学研究費補助金（基盤研究 C）重松隆：腎機能障害に伴うリン過剰に応答するリン感受

性機構とリンセンサーの探索 

 ２．平成２４年度科学研究費補助金（基盤研究 C）美馬亨：線維芽細胞増殖因子２３の脾臓における発現の

生物学的意義についての解析 

 ３．平成２５年度科学研究費補助金（基盤研究 C）大矢昌樹：腎機能低下に伴う Mg 代謝異常の骨由来リン

利尿因子と抗加齢蛋白に対する効果の検討 

 ４．平成２５年度日本腎臓財団 腎不全病態研究助成 屋代充：「骨組織におけるビタミン D 誘導体による 

FGF23 の産生促進作用」  

 

 

  

 


